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　5月11日、富谷市の管理職員等による「富
谷市イクボス宣言」を行いました。富谷市役
所は職員の平均年齢が若く、子育て世代の多
い職場であり、そうした職員が働きやすい環
境づくりをしていくことが必要だと考え、こ
の取り組みを行うこととしました。
　これまでも、職員のワーク・ライフ・バラ
ンスを考え、働き方改革を進めるために、毎
週水曜日と月末の金曜日を定時退庁日として
定め、実践してきました。ほかにも、行政改
革において、業務の効率化を図りながら、職
員の負担軽減に努めてきました。また、精神
的な負担を減らすように職場の環境づくりに
も務めてきたところです。
　一方、この４月には、長年の課題であった
待機児童問題が解決し、「待機児童ゼロ」を
達成することができました。育児を応援した
いという思いは、市民の皆さまに対してはも
ちろんのこと、職員に対しても同じです。こ
のことも、「イクボス宣言」を行う一つの大
きなきっかけとなりました。
　さらに今後は、高齢化社会により、介護者
を抱える職員が増えていくのも事実です。育
児・介護両面の観点から、職場全体で互いを
理解し合い、支え合う環境を作っていくこと
が大切だと考えております。
　「イクボス宣言」については、NPO法人フ
ァザーリング・ジャパン東北の協力をいただ
きながら、管理職としての10か条の行動指針
を定めました。その中には、「部下が、子育て・
介護等に時間を割くことに、理解を示すこと」
や、「子育て・介護等のための支援制度を把
握し、自ら部下に取得を促すこと」などを盛
り込みました。「イクボス」の必要性を認識し、
多くの「イクボス」が生まれることで、働き
やすい健全な職場環境となり、結果的に業務
の向上につながるものと思っています。
　全国的に浸透してきている「イクボス」で
すが、県内の単独自治体では、富谷市が初め
ての試みとなります。当市において、しっか
りと取り組み、これから他の自
治体や民間事業者などに広
まり、社会全体が働きや
すい環境になっていくこ
とを願っています。

｢イクボス｣ のススメ

町内会数は46になりました
杜乃橋二丁目町内会設立

　3月24日(土)、杜乃橋会館を会場に杜乃橋二丁目町内会の臨
時総会が行われ、杜乃橋二丁目町内会の設立が決定しました。
　4月1日(日)に、445世帯で杜乃橋二丁目町内会が発足。これ
に伴い、杜乃橋町内会は杜乃橋一丁目町内会に名称を変更して
います。これで、本市の町内会数は46となりました。
問 市民協働課 市民協働担当　☎358-3250

平成30年度の行政区長を紹介します 問市民協働課　市民協働担当
　☎358-3250
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　4月27日（金）、今年度の第1回目となる行政区長会議が開催されました。
　今年度の市政運営へのご協力、よろしくお願いします。

4月16日～30日
16日（月) 富谷消防署水槽付消防ポンプ車両配備お披露目、富谷市民生委員児童委

員委嘱状交付、宮城県市長会監査、来客応対

17日（火） 富谷市まちづくり産業交流プラザの富谷市議会議員への完成報告、来客
応対

18日（水） 富谷市婦人防火クラブ連合会総会、黒川地方市町村議会連絡協議会役員
会、宮城県防衛協会定期総会・懇親会、来客応対

19日（木） 市町村職員退職手当組合臨時議会・全員協議会・送別会、来客応対

20日（金）
南部長生会総会、宮城県市町村非常勤消防団員補償報償組合議会、黒
川地区危険物安全協会定例総会、しんまち地域防犯見回り隊総会、来
客応対

21日（土） 富谷市ペタンク協会定期総会、祭田あったか炭クラブ総会
22日（日） 西成田熊野神社春祭り、あけの平歌う会

23日（月） 庁議、中部長生会総会、富谷市鳥獣被害対策実施隊員委嘱状交付、富谷
市消防団幹部会議、来客応対

24日（火）

あけの平小学校子供の読書活動優秀実践校文部科学大臣表彰表敬訪問、
富谷市献血推進協議会総会・健康推進員定例研修会、富谷市児童クラブ
代表者会議、明石台第一ゆとりすとサロンオープニングセレモニー、宮
城県市長会平成30年度春の総会

25日（水）
黒川地区婦人防火クラブ連合会総会、4月定例記者会見、富谷市統計調
査員協議会総会、第11回富谷市農業委員会総会・懇親会、宮城県消防
協会黒川地区支部総会・懇親会、富谷市保育連絡協議会総会

26日（木）
辞令交付、富谷市手をつなぐ育成会第39回定期総会、㈱河北ランド第
67回定時株主総会・取締役会、高屋敷記念碑序幕式・贈呈式、富谷の
桜を愛でる会

27日（金） 富谷中学校運動会、退公連富谷市・黒川郡支部総会、行政区長会議・懇
親会

28日（土） 了美ヴｨンヤード＆ワイナリー直営ショップオープン、河北新報富谷支
局開設記念祝賀会

30日（月） 富谷カントリークラブ開場55周年記念の集い

5月1日～15日
1日（火） 庁議、黒川地域行政事務組合理事会
2日（水） 現場視察
3日（木） 河北新報旗争奪第33回富谷黒川地区中学校野球大会
4日（金） 東日本大震災復興祈念特別展｢東大寺と東北―復興を支えた人々の祈り｣

6日（日） 2018スプリング第13回富谷市ターゲット・バードゴルフ近隣友好大会、
第2回富谷市民ゴルフ大会

7日（月） 庁議、とみや｢はちみつプロジェクト｣ 採蜜式、県道大衡仙台線建設促進
協力会総会、来客応対

8日（火） 富谷市長杯ゲートボール大会、富谷市教育研究会研修会・総会、富谷市
防犯協会代議員会総会、来客応対

9日（水） 富谷市地域水田農業推進協議会総会、水土里ネットみやぎ仙台支部監査、
来客応対

10日（木） 東北国道協議会通常総会、来客応対

11日（金） 富谷市イクボス宣言式、富ケ丘地区青少年健全育成連絡会定期総会、東
向陽台・明石台地区青少年健全育成連絡会定期総会

12日（土）
第14回杜の都ペタンク交流会、富谷市スポーツ少年団結団式、富谷黒
川地区PTA連合会総会、JAあさひな青年部富谷支部通常総会、富谷市
PTA連合会総会・懇親会、第12回田園ランタン、

13日（日） 富谷市スポーツ少年団｢富谷フレンズ｣ 創立35周年記念大会、西コミ自
然ふれあい学校、菅原信介さん超地元ライブ

14日（月） 庁議、富谷市農作物有害鳥獣対策協議会総会、宮城県治水協会・宮城県
砂防協会合同通常総会、JA関係者との懇談会

15日（火）
富谷市共同募金委員会役員会、日本赤十字社宮城県支部富谷市奉仕団委
員会、富谷地域安全運転管理者協議会通常総会、富谷市環境衛生推進員
会議、来客応対

市 長 日 録

県内の単独自治体で初
富谷市管理職員等による

｢イクボス宣言｣
　本市では、事業主
としての立場から、
職員の子どもたちの
健やかな育成を目指
し、お互い支え合い
ながら次世代育成や
女性活躍の推進を図
る た め、 平 成29年
８月に ｢富谷市特定
事業主行動計画｣ を改定し、取り組みを進めてきました。
　また、子どもの割合が東北一多い本市では、平成30年４月
１日現在で ｢待機児童ゼロ｣ を達成しましたが、子育てや介
護等の時間的な制約を持つ職員が多くなってきている現状で
もあります。
　この状況から、５月11日(金)に市役所において、市長をは
じめとした49名の市管理職員等が、職員のワーク・ライフ・
バランスを推奨し、健康でいきいきと仕事のできる環境づく
りを積極的に行っていくため、県内の単独自治体では初とな
る ｢イクボス宣言｣ を行いました。
　宣言式では、NPO法人ファザーリング・ジャパン東北の竹
下代表理事立ち会いのもと、市長と市議会議長が宣言書に署
名を行いました。

問 総務課　人事管理担当　☎358-0621

▲�宣言の前に竹下代表理事より
講演を受ける市管理職員等
▶�宣言書の署名後に、全員でイ
クボス10か条を読み上げま
した

イクボスとは⋯職場でともに働く部下・スタッフのワーク・ライフ・
バランスを考え、その人のキャリアと人生を応援しながら、組織の
業績も結果を出しつつ、自らも仕事と私生活を楽しむことのできる
上司（経営者・管理職）のこと。
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富谷市長

若生 裕俊


